現代インドにおける都市中間層と葬送儀礼の変化 : ナラヤン・ナーグ・バリ儀礼を事例として by 松尾 瑞穂





























































でインド国家を新たに作り上げていく中心的な主体」(Fernandes 2000: 90)となる。 
このような「輝かしいインド(India Shining)」1を代表する新中間層として想起される典
型的なイメージは、例えば、下はアメリカの保険会社の BPO(Business Process 
Outsourcing)セクターで働くカレッジ卒の若者から、上はインド最難関の工科大学である

















は約 2 万ルピーであり、それはプネー市郊外の IT パークのコールセンターで働く 22 歳の
息子の初任給とほぼ同じであった。2 万ルピーの月収は、統計上では決して「低所得」に分
                                                   
1 BJP の 2004 年国勢選挙スローガン。 






















確認していることは、大きな注目を集めている(van der Veer 1994; Varma 1998; Hansen 




せる試みとなっていると論じる(Warrier 2005)。現代のグルは、Warrier が研究する Mātā 
Amritanandamayī Devī のようなヒンドゥーの聖者とみなされる人物から、アート・オブ・
                                                   
2 10 年前のデータであるが、参考までに収入別階層分類を示しておく。NCAER(National 
Council of Applied Economic Research)の 2002 年のデータによると、年収 35,000 ルピー
以下が「下流」で人口の 36.37％、35,001～70,000 ルピーが「中の下」で 34.20%、70,001
～105,000 ルピーが「中流」で 15.44％、「中の上」が 105,001～140,000 ルピーで 7.10％、
「上流」が 140,000 ルピー以上で 6.89％となっている(cf. Fernandes 2006: 82)。だが、現
在では年収が 14 万ルピーで「上流」とはとてもいえないだろう。筆者がマハーラーシュト





3 マハーラーシュトラ州の教育システムは、1～4 年生(約 6～9 歳)が elementary school、5
～10 年生（10～16 歳）が secondary school、11～12 年生(17～18 歳)が junior college で
あり、その後日本の大学に相当する senior college が 3 年間ある。10 年生が終了した時点
で理系専攻と文系専攻に分かれ、その専攻のなかで大学の学部を選択することになる。 
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4 1981 年に創設された、バンガロールに本部を置く組織であり、財団のホームページによ
れば現在 151 カ国で活動を展開している。その目的は、人々のストレスや失意、暴力を取
り除き、心の平和を構築することである(The Art of Living, http://artofliving.org/)。 
5 ちなみに、インドにおける 2009 年の自殺者数は 12 万 7 千人であり、その最大の理由は
「家族の問題」である。だが、29 歳以下の青年層の間では「失業、キャリアや試験の失敗、
破産」が最大となっており、インド経済成長の象徴ともいえるバンガロールでの自殺者数












































                                                   
7 トランバケーシュワルの人口は 9804 人(男性 5123、女性 4680)、世帯数は 1739 家である
(2001 年センサス)。 




































                                                   















だけであり、他の家族成員はその場で立ち会うだけである。8 時 10 分に、父親が死去して
いる男性は髪を剃ってもらい、再び深く沐浴場に身を沈めてから、濡れたまま裸足で司祭

























ムで流したのち、クシャワルタ・ティールタで沐浴を行う。8 時 50 分ごろから、ナラヤン






























トランバケーシュワルでは約 300 の家族が司祭として活動をしている12。1881 年の国勢
調査では、トランバケーシュワルのバラモン集団はヤジュルヴェーディー(ヤジュルヴェー
ダ派)が約 150 家、デーシャスタ、チットパーワンがそれぞれ 75 家、カンヴァ 5 家、カラ






(Parry 1980; van der Veer 2001)。筆者が調査をしているマハーラーシュトラ州の村落でも、
                                                   
10 クンクムは朱色の粉末、ハラッドは黄色の粉末であり、いずれもターメリックから作ら
れる。 

































礼地であるアヨーディヤの司祭パンダを調査した van deer Veer は、司祭はたいてい「不吉
な」儀礼に関与していることを否定し、巡礼者の罪を取りのぞくための儀礼(prāyaścitt)の










14 『タイッティリーヤ・サンヒター』4－5 の 11 の章句をルドラーディヤーヤ(またはルド
ラ)といい、これを 11 回唱えることをエーカーダシニ、エーカーダシニを 11 回繰り返すこ
とをラグルドラ、ラグルドラを 11 回繰り返すことをマハールドラという(すなわち、11 の
章句を 1331 回繰り返す)。ルドラはジャパ(低唱)、ホーマ(護摩)、アビシェーカ(マントラで
聖化した水を振りかけること)の 3 つの形を取りうるといい、マハールドラを行う場合には


























Madhya Pradesh 13 
Gujarat 11 
Uttar Pradesh 6 
Orissa 3 
Rajasthan 2 
Andhra Pradesh 2 
Delhi 2 
Haryana 1 
West Bengal 1 







ルヴェーダ派バラモンの A 家をもとに分析していきたい16。A 家は父親(当主)と 30～40 代
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地図 1 インド地図と依頼人の居住州 
 
2009 年 6 月 20 日から 7 月 22 日にかけての 33 日間で、A 家のもとで儀礼を依頼したの
は 110 家であり、平均すると一日約 3～4 家族が何らかの儀礼を依頼しているということに
なる。ナラヤン・ナーグ・バリ儀礼は、基本報酬(個人的な寄進は別)として約 4000 ルピー
が司祭に支払われることから、A 家は儀礼の繁茂期には、一カ月に約 40 万ルピーの営業利




























除いた 108 家族の居住地を、その人口規模から割り出したものである。 
 









ヤ(マハーラーシュトラ州、人口 12 万人)や、5 家族がやってきたアーナンド(グジャラート
州、人口 13 万人)など、一つの場所から複数の家族が連れだってトランバケーシュワルを訪
                                                   














10 万人)やバラガハート(マッディヤ・プラデーシュ州、人口 7 万 5 千人)などは全てセンサ























                                                   
19 むろん、最も依頼者が多く居住するのはムンバイ(16 家)であるが、これは 1400 万人とい
う人口母体を考えても肯首できるものである。一方、人口 13 万人の Gondiya から 13 家と
ムンバイとそれほど変わらない数の依頼者が訪れているのには、データ採取時に Gondiya
から複数の家族が一緒に A 家のもとにやってきていたという事態が左右している。 
20 それらはマハーラーシュトラ州の Raigadh と Kondhanpur、チャッティースガル州の







































                                                                                                                                                     
は約 500 年前にペルシャからペシュワールに移住し、そこから西インド(特にマハーラーシ
ュトラ西部)に広がったとされている(Singh 2004: 821)。 





25 村 60 組の不妊夫婦を対象に聞き取り調査を行ったが、ナラヤン・ナーグ・バリ儀礼を実
施したことがあるのは世襲的地主であり、現在はプネー市に居住するデーシュムクの家族
だけであり、後はこの儀礼について聞いたことがある人すらいなかった(松尾 2008)。 


















と感謝を伝えるものが多い。たとえば、2006 年 3 月 14 日付の手紙のなかでウッタル・プ
ラデーシュ州の Kapoor は、「ナラヤン・ナーグ・バリ儀礼によって生まれた息子とともに
再訪できてたいへん嬉しかった。A グルジーが真摯に儀礼を遂行してくれたことを深く感謝
します」と書き、プネーに住む Patil(マラーター・デーシュムク)は、2002 年 2 月 7 日に「手
紙を差し上げている理由は、ナラヤン・ナーグ・バリ儀礼をしてから 7 年後の 15 日前に、




手伝ってくださり、ありがとうございました。2000 年 8 月 23 日、午後 2 時 40 分に息子が
誕生しました」と、誕生の翌日の 2000 年 8 月 24 日に手紙を書き送っている。 
ここで、筆者が知る事例を紹介したい。プネー市内の高級住宅街であるプラバット・ロ
ードに居を構えるマラーター・デーシュムクの B 家は、同居する 38 歳と 37 歳の兄弟夫婦
どちらにも男児がいないという問題を抱えている。38 歳の長男は、一人目の妻を出産時の
事故で亡くし、3 年前に再婚した 27 歳の妻との間に 1 歳半の娘がいる。37 歳の次男は 34




また、ナーシックのチットパーヴァン・バラモンの C 家は、70 代の両親と 40 代、30 代
の男兄弟が 2 人だが、長男家族は一族の出身地であるカルナータカ州に住み、両親は次男
家族と同居している。次男夫婦は、夫は地方銀行、妻は郵便局で働いており、娘が 2 人い
る。長男夫婦は、長男を 3 歳のときに小児がんで亡くし、現在 17 歳の娘のみである。すで
に 2 人の娘がいる次男の妻は、これ以上子どもを持つことを望んでいないが、同居する義
両親から強く説得されて、トランバケーシュワルに来たという。この場合は老齢の両親に



















































































                                                   
26 通常、こうした行動はヒンドゥー社会では神霊の「憑依(angat yene)」とされるが、この
ムンバイの家族は憑依という言葉を一切使わず、異常行動として対処していた。 



















































































るといえる。また、本稿で紹介した B 家、C 家の事例はともに、彼らが、まったく子ども
を望まないという、ごく一部の若い富裕層の間で見られるような、新たな家族像を追及す
ることは依然として困難であるが、しかし、経済的、年齢的な理由から、あらかじめ決め
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Change and Funeral Rites Amongst the Urban Middle Classes in 




This paper discusses the role of religious practices among the urban middle classes in 
contemporary India by focusing on Narayan Nagbali, a funeral rite performed in 
Trimbakeshwar, Maharashtra, Western India. Narayan Nagbali is one of numerous 
funeral and ancestor rites in the locale. It is believed to be efficacious in solving family 
issues such as childlessness, lack of a male child, and domestic conflicts caused by the 
curse of restless ancestors, or the sin of killing a cobra (nāg). Although it takes three 
days to complete the whole series of rituals, it is becoming popular for urban middle 
classes to visit Trimbakeshwar to perform Narayan Nagbali these days. 
Rapid economic progress and a growing middle class after the economic liberalization 
of the 1990s in India have been given public as well as academic attention. Regarding 
religious practices among middle class, the following two different phenomena are noted. 
One is a growing Hindu nationalism among lower and middle-middle class and their 
involvement in movements seeking to reconstruct „India‟ as a Nation consisting of sole 
Hindus. The other is the increasing popularity of modern “Gurus” who claim to have 
charismatic and spiritual healing powers. By attaching themselves to a certain Guru, 
middle class people believe they can reconstruct their identity as “a modern Indian”. In 
contrast, Narayan Nagbali seems a rather traditional and orthodox religious practice; it 
has been performed since Vedic times. What is the special need that requires the 
performance of ancestral rites among the middle classes? What kind of social role do 
they have? Through examining the Narayan Nagbali ritual and surveying the people at 
such gatherings in detail, as a conclusion, this paper shows that the people who perform 
this ritual belong to a certain category namely the upper caste-middle class-city family, 
and that the ritual reflects both the social transformations and the uncertainties 
surrounding the life of the urban middle class in India. 
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